
 

 

 

 

 

 

１ 子どもの写真にふきだしをつける。子どもの思いや気持ち、やっている 

ことを実況中継することで、子どもの心を理解しよう。 

 

     ワーク１ 写真から「子どもの思いや気づき」を読み取ろう。 

          4枚の写真をみながら、「タイトル」をつけ話し合う。 

 

     ワーク２ 事例から考えてみよう（１） 

          事例①～③の写真をみながら、子どもが何を気づき、 

その「気づき」がどのような広がりをみせていったのか、 

保育者がその「気づき」をどのようにしているのかを   

話し合う。 

 

     ワーク３ 事例から考えてみよう（２） 

          事例④～⑤の写真をみながら、感じたことを話し合うな 

かで、素朴な「気づき」から、くり返し、試すことで、 

新しい「気づき」があり、それが「学び」へと結びつい

ていく。その過程について学ぶ。                                   

 

ワーク４ 事例から考えてみよう（３） 

事例⑥をもとに、「思考力のめばえ」をいかに育んでいくか。 

               そのための保育者の役割について話し合う。 

 

２ 感想 

 ワークを通して、子どもの素朴な「気づき」が「好奇心」「思考」「学び」へと

結びついていくためには、保育者の関わり方も大切だと思いました。「子どもを

誘導して、結果に導こうとしていることがありませんか」と言われた講師の先生

の言葉が印象的で、自分の保育を振り返る機会になりました。 

 子どもが主体となって、好奇心や探究心をもち、行動に移せるよう、新たな

好奇心へと学びのサイクルがつながるよう、子どもの表情やつぶやきを大切に

し、子どもたちが充実感や満足感を味わえる保育ができるよう頑張っていきた

いと思います。 

                                          

（ 記録 和束保育園  大西 春美 ） 
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